日本語教師養成講座受講内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ヒューマンアカデミー●●校日本語教師養成講座受講　　

（××年×月～××年×月　　・・・時間）

◇××年×月～××年×月

　　日本語学系・・文法、語彙・意味、

　　言語学系・・・音声学、言語学、対照言語学・社会言語学

　　教授法系・・・実践教授法（「新文化初級日本語Ⅰ、Ⅱ」）

◇××年×月

　　日本語教育能力検定試験受験　　（・・月合格）

◇××年×月～××年×月

　　日本語学系・・歴史・文字

　　　　　　　　　日本語学特講（「完全マスター　日本語能力試験文法問題１級、２級」）

　　教授法系・・・･教授法概論（「みんなの日本語初級Ⅰ、Ⅱ」　　

　　　　　　　　　　　　　　　　全５０課分のシラバス分析を作成）

　　　　　　　　　初級指導法（「みんなの日本語初級Ⅰ、Ⅱ」　模擬授業演習）

　　　　　　　　　中上級指導法（「テーマ別　中級から学ぶ日本語」　　模擬授業演習）

　　　　　　　　　評価法　　（試験問題作成・分析、模擬授業演習）

◇××年×月～××年×月

　　教育実習

　　○実習時間　　　４０分授業　　２回

　　○モデル学生　　約２０名　

（国籍：中国、韓国、台湾、スペイン、フランス、ケニヤ）

（日本語学習歴：初級後半程度の人から、最近日本にきたばかりでひらがなを読めない人まで）

　　○シラバス　　場面シラバス、１話完結方式

　　○授業内容

　　　第一回　　

　　　　テーマ　：「○○○」　　土産物店で買い物をする

　　　　学習項目：・～のに使います

　　　　　　　　　・～のに便利です

　　　　目　標　：・辞書形＋のに（目的）の使い方を知る

　　　　　　　　　・買い物をするときに必要な表現ができる

　　　　レアリアとして、風呂敷、箸置き、菓子皿などの土産物を用いて日本の習慣にふ

　　　　れながら買い物のやりとりを学んだ

　　　第二回

　　　　テーマ　：「○○○」　　○○に行く方法をたずねる

　　　　学習項目：・辞書形＋なら

　　　　　　　　　・辞書形＋と　いいですよ

　　　　　　　　　・名詞＋なら

　　　　　　　　　・辞書形の種類と作り方

　　　　目　標　：・～なら、～といいですよ、を使って助言が言える

　　　　　　　　　・辞書形の種類と作り方があるのを知る

　　　　　前回、辞書形に関する質問が受講生からあり、受講生が辞書形に興味を抱いた様子だったので、簡単に辞書形の作り方を紹介した。

　　　　　地図と、写真、英語版・中国語版・韓国語版の観光パンフレットを使った。

　　　　○まだひらがなを読めない学生がいたので、テキストは日本語版と、ローマ字版を用意し、板書の文字も、ひらがなとローマ字を併記した。

　　　　○文法事項は初級後半を扱い学力の高い学生に配慮しつつ、語彙は、写真やレアリアをたくさん使って目で見て理解できるようこころがけた。

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

